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「1960年代の黒い演劇」〔I〕
一その意識と思想一
赤松光雄
　いわゆるr抗議文学」が主流を占めるといわれてきたアメリカ黒人文学は，
1960年代を迎え，どのように変化していったであろうか？　この問題を考え
ようとすれば，どうしてもその背景の黒人解放運動を無視することはできた
いであろう。その最も目立った社会的事件を辿ってみると，1954年，公立学
校の黒自分離教育は合衆国憲法違反という最高裁判決に力を得た人種撤廃を
目指す運動は，奴隷解放宣言百年までの完全解放を目標に，60年に入るとひ
ときわ激しさを増し，‘坐り込み’，‘自由な乗り手’，‘選挙登録’などの大衆的
た直接行動の形で大規模に繰り広げられていった。整然とした運動が展開し
た一方では，64年にr繁栄の中の貧困」にあえぐニューヨーク市のハーレム
で欝積した黒人の憤りが人種暴動となって爆発するや，たちまち合衆国全土
の黒人ゲトーに燃えひろがった。r黒人革命」という言葉でしばしば呼ばれ
るこの激動の60年代の解放運動は，アメリカ黒人の意識に著しい変貌を与え
ずにはおれたかった。
　国内での動きばかりでなく，国外の重要た出来事の影響も注目したいわけ
にはいかたい。59年には，隣国キューバで革命政権が成立し，60年になると
アフリカで反植民地闘争が実を結んで，新興諸国がぞくぞくと誕生した。ア
メリカは老犬た軍事費を投入して大義名分たきベトナムのたたかいをつづげ，
威信を失墜させ，世界のきびしい批判にさらされることになる。
　アメリカの民主主義に疑惑と不信をつのらせた黒人は，自らの運動が勝ち
取った公民権法案が保証しているバラ色の人種統合の夢について再検討を促
される。
（1）
　‘アフロ・アメリカ人’として反体制的た立場に立つことも，‘黒’を強調し
て分離主義の立場をとることも可能であった。黒人は自己の‘identity’をめ
ぐって思索し，アメリカ的価値の再評価に向い，自己の進むべき政治的・社
会的・文化的方向を真剣に模索しようとする。こうしたアメリカ黒人の思索
の遍歴は，その文学作品のたかに鮮やかな軌跡を描いているが，それはとり
わけ演劇の分野に際立っているように思われる。
　40年代の後半から50年代の前半にかけて，朝鮮戦争，マッカーシズム，人
種統合への期待，コソフォーミズムヘの強い圧力一さまざまだ要因が重な
り合って，同化主義や実存主義の傾向を帯びた作品が次々と書かれ，Ra1ph
E1正sonやJames　Ba1dwinらが華々しく黒人文学に登場す飢けれども，や
がて60年が近づき，民族的な自覚と自信が高まるとともに，同化乃至実存的
た傾向の作品は姿を消すようにた私1961年に出版された戯曲，rパーリー
．・ピクトリアス』の作者，Ossie　Davisは，主人公パーリーの口を借りて言
わせている，rニグロ人を外部から見れば，抑圧ばかり目につく。だが，内
部からニグロ人を見たまえ，その抑圧に対する抵抗ばかりが目につくのだ』
（1）
と。
　アメリカの黒人演劇の分野においては，60年代を迎えて，新しい‘ブラヅ
・ルネッサンス’とも呼べるようた活発た，実り豊かた時代に突入したよう
に思える。従来，ブロードウェイの舞台では人種差別の障壁ゆえに充分の機
会を与えられなかった黒人演劇は，50年代の半ばからアメリカ演劇の主導権
がオフ・ブロードウェイに移行する頃から，‘黒い’表現と主張の強力で有効
な宣伝手段として，独自の発展を見せ始めるのである。当時すでに詩や短篇
小説を書いて作家的地位を確立していたEd　Bu11insは，演劇の世界に転向
した理由を次のようにのべている。
　　　r彼ら〔黒人大衆〕が劇場の中にいれば，私は彼らの心を掴むことが
　　できる。テレビだって同じこと。私の心が彼らに届くからである。だか
　　ら私は散文から離れ，劇場に移ったのだ。永い間，’黒人文学が存在して
（1〕』．H・クラーク編、黒人研究の会釈『ハーレムーUSA」（未来社、1968）p・168
（2）
　　いるが，より閉鎖的た形の範囲内一黒人芸術の範囲内や，大学の中を
　　回ってきている。けれども大衆までは届いていたい。だからこそ，より
　　多くの黒人劇が書かれ，見物され，より多くの劇場が生まれるのだと
　　　（2）　　思う」
　かくして観客を楽しませたがら，教化・啓蒙をはかるという重大た役割が
黒人演劇に課せられ，影響力の大きい文化運動としての機能を持つことにな
る。Ed　Bullinsらの著名なプロ作家はいうまでもたいが，Ossie　Davisら劇
団に所属する俳優兼作家たちや，文化団体や解放団体の関係者，黒人作家を
夢みる若い学生一この人たちにとって黒人演劇は，絶好の活躍の場とたっ
た。Bu11insのいう「より多くの黒人劇が書かれ，より多くの劇場が生まれ」
ている実状をみると，1960年の始めから73年末までを通しての資料であるが，
アメリカ全国を通じ，戯曲を発表した黒人作家の数は170名から180名に達し，
およそ；130の黒人劇団が活躍し，ミュージカルやべ一ジェソトを含め上演さ
れた脚本数は約400篇を数え，合作や無名の作者の作品を合わせると，上演
　　　　　　　　　　　　　（3）脚本数は500篇近くにのばるという活況を呈している。
　ニューヨーク，シカゴ，ロサ：／ゼルス等の大都会をはじめ，数多くの地方
都市にも現実に黒人ゲトーが存在し，殆んどの黒人劇場は黒人ゲトーの中に
あって劇を上演しているわけだが，住宅地区における事実上の隔離状況のた
めに，他の多くの分野同様に演劇の分野でも，殆んど人種統合は進んでいな
い現状である。したがって，黒人街のなかの劇場，黒人の劇団関係者・観客
という条件は，作者の筆にいろいろた形に作用し，制約を加えることにたる。
このことについては後で述べることにするが，舞台にかけることを前提とし
て，黒人が脚本を書こうとすれば，小説や詩と違って，容易に‘非人種’の世
界へと‘パーシング’することは不可能であ私作者の意識如何にかかわら
ず，黒人の描く戯曲がより深く黒人自身の生活と問題にかかわらざるを得た
いのは，このようた理由によるのである。
（2）　C・F・01iΨer＆　S・Si11目（eds・）Co刎色㎜ρo何r剴B’oo此Dm㎜o　（Charles　Sori1〕ner’s
s㎝，1971）P，367
（3）　一B1日。k　World’（April，1974）p．81
（3）
　こうした条件と，60年代の時代的特徴を考え合わせると，60年代の半ばご
ろ，Julian　Ma虹ieldが書いたBaldwin批判の文章は，そのまま60年代の黒
人演劇をいみじく表現した言葉のように思われるのであ乱すなわちゴr彼
〔BaIdwin〕以外の闘争的な黒い知識人は，犬低，白いアメリカとの対話を
断ち切ってしまった。彼らは，できるかぎり自身の民族にのみ語りかけ，よ
　　　　　　　　　　　　　　（4）り攻撃的な段階の闘争を力説する」
　それではMa虹ie1dのいう「アメリカとの対話を断ち切った黒い知識人」
たちは，一体どめような戯曲を書き，どのようたr攻撃的な段階の闘争を力
説」しているのであろうか？　この時期に出版・発表された黒人の戯曲のう
ち，入手のできた作品のなかから主要な作品をできるだけ数多く選んでみる
ことにしよう。
　1959年，LommeHansbemy（1930－65）はr日なたの干ぶと5』‘A　Ralsin
in　the　Sun’〔拙稿rロレイソ・ハンスベリーの『日なたの干ぶどう』r外大
論叢」第18巻6号参照〕（1959）〔以下年号は戯曲の発表年あるいは出版年を
示す〕の中で，ニグロ民族のアメリカあるいは社会への統合を志向させたが，
60年代も半ばに発表したrシドニー・ブラスタイ：／の窓のしるし』（3幕）
‘Tbe　Sign　in　Sidney　Bmstein’s　Window’（1965）では，暗にアメリカ社会
への無批判の統合に疑問を提起し，政治的・文化的にニグロ民族が主体的に
独自の立場をとる方向を暗示した。　〔70年代に入って彼女の残後に出版され
たr白人たち』‘Les　BIancs’（1972）では，アメリカの解放闘争に並々なら
ぬ深い関心と共感を示していたことが分った〕その後，彼女の提起した民族
の‘identity’の問題は，さまざまな表現で，繰り返し追求されている。
　Archie　Shepp（1937一　）の『ジューン・バッグは今夜率業する』（2幕）
‘Jme　Bug　Graduate　T㎝ight’（1967）は，卒業生を代表してスピーチをす
ることに狂った黒人青年がその当日，象徴化された登場人物によって・卒業
後の進路について・いろいろと質問され誘惑を掌けるという設定で・民族の
く4）』．H．クラーク編、黒人研究の会釈「ハーレム■USA」　（未来社、1968）p．186
（4）
進路について考察しようとする。アメリカ国との同化へと誘惑する星条旗の
シャツを着たセクシーな白人娘，彼に空約束に空約束を重ねるアメリカ政府
をかたどった娘の父で校長のアンクル・サム老人，ブラック・ナショナリズ
ムヘと誘いをかける白衣を着て赤いトルコ帽を被るr黒い回教徒」。結局，
アンクル・サム老を前にして，JuneBugは白人娘や老校長の誘いをきっば
り拒否し，「おれたちは一一黒ん坊”（nigg色r）ではない，今こそ立ち上がろう」
と呼びかけ，‘d㎝iggerization’の決意を表明して，‘Old　Negro’の意識から
の「卒業」をするのである。
　Wi11iam　Welli㎎t㎝Mackeyの『家族会議』（1幕）‘Fam選y　Meeti㎎’
（1968）は，黒人大衆を軽蔑しているエリート意識の大金持の黒人一家が
r楽園の丘』（Heavenly　Heights）というその名が示す夢のような雰囲気の
たかに住み，観客に笑いを誘うに違いないお上品次言葉を使い，‘雪のよう
に白く’なる努力をする。ところが舞台の中央の奥の真赤た棺台には，真黒
な醜い祖母の死体がのっていて，3年間も葬儀の儀式をやっているが，なぜ
かいまだに埋葬できたいで，お前はなぜ死なたいのだ？と家族にののしられ
ながらも，据え置かれたままである。照明はボンヤリと棺架を浮かび上がら
せ，黒人霊歌が聞こえてい乱舞台は一転して，この一家の生き方に反対す
る小説家志望の息子が自分の作品を朗読するという形で，F．ルーズベルト，
J．F．ケネディの葬儀，広島の原爆，朝鮮戦争，1963年夏のワシントン大行進
等のシーンを舞台に映写しながら，黒人大衆と遊離し，‘白い’社会に同化し
ようとする方向にきびしい批判を加える。残念たことに，象徴化された前半
は迫力を持って迫るが，後半は前半とのったがりが稀薄で，また観念が先走
っている。
　同じ作者によるrブラザーXのための鎮魂歌』（1幕）’Requiem　For　Bro・
ther　X’（1964）も，アメリカ社会に同化の傾向に激しい批判を浴びせる作
品である。この一篇は，ChicagoのHd1House　Parkway　Theatreにかけ
られ，また実験劇場や大学の演劇グループが上演した。前作と違って，北部
の架空の大都会の黒人街が背景で，上演にあたっての作者の覚え書きによる
（5）
と，「この劇の雰囲気は‘黒’であり，しかもそれはきわめて‘黒い’。もし
‘黒い’雰囲気がうまく出せなければ，この劇の意図は失敗である」と強調し
てい孔現実の舞台を6等分し，その各スペースに黒人一家の各人物を置い
ているために，アクションがかなり制限され，殆んど対話ばかりで劇は進行
する。郵便局員で同化志向の長男の生き方を，Ma1co㎞X（彼の生涯は，伝
記・小説・詩のジャンルで黒人作家たちが好んで取上げている）を信奉する
次男が激しい非難の言葉を浴びせかけ，文もそれに加わる。作者の言葉によ
ると，この劇はr未だ捕われの身にある黒人大衆に背を向ける黒人中産階級
にはきかけたつばき」であり，r抑圧された不安感と深い内的挫折感の表現
である」という。黒人の地位が向上するにつれ，ますます黒人大衆のアメリ
カ社会における中産階級化の傾向は拍車がかかる。
　以上見てきたように，黒人作家の殆んどは，作品のなかでアメリカ黒人が
アメリカ社会に吸収され自らの‘identity’を喪失することに強い反携を示し
ている。それにこの劇のたかでも，民族遺産の黒人霊歌が劇的効果を高める
ように工夫をこらしているのもこの時期の黒人劇の目立った特徴である。
　先にのべた黒人劇の持つ教化・啓蒙的た性格は，この時期のアメリカ黒人
の公民権運動と深くかかわらざるを得たい。公民権運動乃至黒人解放運動を
扱った劇で評判の高い戯曲は，Loft㎝Mitche11（1919一）のr彼岸の土地』
（3幕）‘A　Land　Bey㎝d　the　Riveエ’（1963）である。この一篇は，北部の
大学や，各地の劇場で上演され喝采を浴びた。作者は，South　Caro1ina州の
Joseph　A．Delain師から運動の苦労談を聞いて感動を受け’粉飾を加えたい
で，素朴でリアリスティックな手法でまとめ上げたという。当時De1aine師
は，迫害の手を逃がれ，ニューヨーク市にいたが，師の指導を受けたSouth
Caro1ina州の農夫たちが運動をつづけ，そのため銀行の融資も受けられず，
農具を使わせて貰えたいといった散々の経済的た圧迫を受けた。これを支援
した労組の人たち年この劇を上演して得た金額1，100ドルで農具を買ってお
　　　　　　　　　（5）くったという話である。
｛5）　Lo｛te皿Mitohe11捌。o正Dro伽。（H田wthome　Books，Inc．、1967）p．170～180
（6）
　ストーリーは，1954年の最高裁の公立学校における隔離教育違憲の判決よ一
り前のこと，South　C趾砒na州に住む牧師兼小学校教員のJoseph　Layneが，
黒人の学童を白人の学童と差別しないでバスで同じ学校へ通わせようという
黒白共学運動を扱ったものである。劣悪な施設の黒人学校の教室の床が崩れ
落ちたという知らせをうけ，父兄に金槌やのこぎりを持って来させ，修理を
させようという話から始まり，牧師と父兄たちは，いわゆる‘分離すれども
平等’であればいいと考え，設備の整った学校をたたかい取ろうという目標
を立て，署名・請願運動に入るが，その過程でやはり隔離の‘Jim　CrOw’教
育は憲法違反であるという認識に迫りつき，正しい運動に結集しようとする
のである。その間，白人暴徒たちが主人公の家を銃撃し，燃え上がるが，市
の境界線外にあるという理由をたてに消火をことわられ，病弱の妻はそのた
め心臓発作で亡くなる。r白人の放蕩息子は，黒人が救ってやるんだ」と信
じ込んでいる指導者のLayneは理想的すぎる人物に仕上がっているが，観
客を楽しませながら教化する目的のすぐれた教訓劇で，困難や迫害にめげぬ
主人公の不屈の勇気は公民権運動者にとって何よりの激励となったに違いな
い。解放運動の進め方については，理想主義と現実主義，過激主義と保守主
義，暴力と非暴力などが，人物の対話の中に導入されて対置され，ステロタ
イプでないユーモアたっぷりな白人医師を登場させたり，滑稽た会話が全篇
に澄れ，ともすれば悲壮になり勝ちたテーマを柔らげてい私
　Ted　Shine（1936）のr貢献』（1幕）℃ontribution’（1969）は，1969年
3月，Ne餌。　Ensemble　Companyが上演したユニークた喜劇である。差別
撤廃のデモが吹き荒れる南部の町，ランチ・カウンターの人種隔離に反対す
る‘坐り込み’デモが，屈強た保安官の反対でたかなか成功しないことが，
70代の老婆と孫の大学生の会話でわかる。‘坐り込み’を前にして，緊張と
不安の色を隠せたい孫に向い，信心深い老婆が弱気の孫を励まして，私は実
は新しい意識を持った‘New　Neg正。’で，私たりの‘貢献’をしているとい
㌔デモから帰ってきた孫が，保安官が現場で泡を吹いて死んだと告げ乱
劇は幾つかの伏線をへて，観客は老婆が料理に毒を盛って保安官を毒殺し
（7）
たことを知らされ私そして老婆は，人種統合の難航するミシシッピ州の知
事のもとに料理人に雇われようと，家を出て行㍍老婆の語るエピソードの
一つに，仕えていた白人一家の家族が次々と奇病で死んでいき，最後に残っ
た主人も死の床につき，忠実な召使いと信じて疑わない老婆に，霊歌をうた
って欲しいとせがむのを，にべなくことわり真相を知らせ，遺体につばして
去る，というのがある。凄槍なくだりを老婆は淡々とした口調で話し，まる
で‘Umle　Remus’の現代版であるが，主人や支配者に対する面従腹背の特
徴もここに至って頂点に達している。
　L㎜gston　H㎎hes（1902－1967）の『ジェリコージム・クロウ』（1幕）
‘Jerico－Jim－Crow’は，公民権運動を扱ったべ一ジェソトとして忘れられ
ない劇であ私運動を推進しようとする黒人市民や学生の決意と闘争心のよ
りどころを過去の歴史に求め，黒人史を黒人霊歌，福音歌，自由・平等を求
める‘抗議’の歌をちりばめて立体的に構成して成功している。ちなみに
この時期においては，白人側からも黒人史を扱った作品が見られ，歴史家
MaエtinB．Dubemanの『白いアメリカ』（2幕）’In　White　America’は，
数多くの史書や史的資料をそのまま劇に構成し，民主主義を標榜する国にお
ける人種差別の不正と不合理性を印象づけてい飢他に黒人史とのかかわり
では，JohnBrownを，Harper’sFerエy襲撃の準備から，．処刑されるまで
を史実に忠実に沿って描いたBarrie　Stavisのrハーパース・フェリー』（2
幕）‘H肛per’s　Fe岬’（1964）も，やはり白人作家のアプローチである。
Joseph　Wa1keエのrオドド』（2幕）‘Ododo’（1968）は，r2幕の音楽
史詩」というサブ・タイトルが示す通り，アフリカの荘厳た天地創造の物語
より始まり，ベトナムの反戦で終る史劇で，60年代を通じて盛んに上演され，
好評を博した劇である。前述の『白いアメリカ』と違って，史上人物の固有
名詞は殆んど使用せずに，演技者を単に符号で表わしている。これは多数の
俳優が使えないという技術面の制約に則した工夫であると同時に，黒人の歴
史が民族全体の所産であることを示そうとする作者の姿勢からもきているの
であろう。表題の示す通り，韻文をふんだんに使って，歌に大きた比重を置
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いている。歪められた過去を見直し，‘ethnic　id㎝tity’をアフリカに求めよ
うとして，第1幕の文明の発祥の地アフリカの描き方に，暖かい愛情がこも
っている。そこから汲み取った自覚と誇りが，著者の「黒人は美しく，黒人
は力である」という主張　　60年代の時代精神一を支え，それがまた第2
幕を通しての抵抗と斗いの歴史を支えている。
　60年代の人種意識の昂揚が，黒人史の英雄の顕彰に結びついた一例として，
C舶。rd　Mason（1932一　）の史劇『カプリエルー奴隷反乱の物語』（3
幕）’Gabrie1－The　Story　ofa　SIave　Robe11ion’（1968）があげられる。奴隷
反乱の指導者Gabrie1が反乱を計画し，実行に移し，失敗して処刑されるま
でを劇にしたものであるが，Stymの‘丁皿neエ’像〔拙稿W．スタイロンの小
説rナット・ターナーの告白』」r外大論叢」第19巻6号参照〕とは異なり，
主人公は何よりも自由を熱望し，不屈の意志力と指導力を備え，人間的な魅力
にも溢れた人物に仕上げている。彼のまわりには，意気地なしの兄，Gab正iel
に想いを寄せて誘惑しようとする主家の妻，そして二人の間を嫉妬するGab・
rie1の妻を置いて，複雑な人間関係を織り込み，プロットに起伏を添えて
いる。
　公民権運動や解放運動，或いはその指導者を描く場合，必ずしも真正面か
ら，生真面目な筆緻で取組んでいるとは限らたい。Ben　Caldwe11のrお祈
り集会，或いは最初の戦斗的た牧師』（1幕）‘Pエayer　Meeting，or　The　First
M刊itant　Minister’（1966）の‘牧師’は，滑稽な愛すべき人物である。60年
代の後半，人種紛争の起こっている大都市が背景，盗みに入った泥棒が部屋’
を物色していると，そこへ主の牧師が帰宅し，神に祈り始め乳白人の手に
かかって黒人が殺され，憤慨した黒人市民たちが暴動を起こそうとしてい飢
怒りを静めて黒人たちを救う方法はたいものでしょうかと，言葉に出して神
の救いを求めるのを聞いていた泥棒が，神様に化けて戦斗的た神託を下すこ
とにたる。牧師は，神の言葉にふと不審を飽こして，r神様，あたた様は
‘マイ・ピープル，マイ・ピープル’と言っておられるが，黒人は御身の選
ばれた民なのでしょうか？」「その通”皆そのように振舞うがいい。明一日
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は抗議のデモをやれ。一・・真面目にやるのだぞ。おれが味方だと皆に伝えよ。
そう言わたいと，怒りがお前の身に降ってくるぞ」とけしかける。それは大
変な重荷だと牧師が言うと，では重荷を取除いてやろう，と言って窓からで
っかい荷物のたばを幾つか放り出す。牧師は感謝の祈りを捧げる。翌日，黒
人たちを前にして牧師は・rゆうべ，神様がお姿を現わされたぞ，今こそ立
ち上がる時が来たのだ」と訴え乱泥棒も牧師もまるで落語の主人公である
が，この楽しい小劇は，Imamu　Ami㎡B8r吐aの率いていたSpirit　House
MOVerS劇団のレパートリーの一つで，上演するたびに観客は湧きに湧いた。
　同じ喜劇とはいっても，Joseph　White（1933一）のr指導者』（1幕）
‘The　Leader’（1969）にたると，‘愛すべき牧師’は一転して，名誉と権力欲
に燃えるあさましい存在で，よりきびしい郵楡嘲弄にさらされる。ここで
は尊師と呼ばれる「指導者」は，架空の運動団体「全国自由協会」（Natlon副
Fエeedom　Association）の会長である。彼は，民族全体の幸福よりも惚れこ
んでいる若い白人秘書の関心を買うことの方が大事だと思っている類の人物
で，全国の黒人運動の最高指導者になりたくて堪まらたい。そこで思いつい
た一計は，数千の黒人がワシントンの抗議デモに集まる当日，焼身自殺をは
かり，忠実な腹心の部下がきわどいところでそれを止めるというのであ孔
さて実行に移したとき，これも秘かに尊師の地位を狙っていた腹心の部下は，
案に違うて火を消そうとせず，会長は焼け死んで，部下がほくほく会長の座
に坐るという皮肉な筋であ飢笑いのかげに，現実の世界における解放運動
の強力な指導者の欠如や，指導層への不満を垣間見ることができる。
　ア1ノグロ・サクソン系の姓名を奴隷の名として放棄し，アフリカ名を名乗
ったOyama（Char1es　Gordon）（1943一）のr出獄』（2幕）‘The　Break・
out’（1969）では，刑務所の監房が舞台で，黒人運動の指導者が二人現われ
る。一人は，「民族解放猛虎王団」（The　Roya1Order　of　Tiger　Libemtors）
という厳しい規律を誇る組織に属する過激派の黒人指導者で，彼は資本家が
たえず労働者階級の黒人と白人を抑圧しているゆえに，武器をとり，ゲリラ
戦をたたかって人民を防衛しなければたらないと信じ，実践しようとしてい
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る。もう一人は，「大統領の国家英雄賞」（Pエesident’s　Nati㎝a1HeroMeda1）
を貰い，やはり看守から尊師とあがめられ，新聞記者にどっと取囲まれる人
物である。黒人は白人に協力して‘アメリカの夢’の達成に努力すべきだ，
と主張するが，実はMaIco1m　Xを殺害したのはこの人物で，そのためいつ
も夢に5たされている。作者の選択は前者で，物語はFeetとSlamという
二人の囚人に焦点を当て，二人が脱獄して銃をとり，r猛虎王団」の団員に
たることを誓い合う過程を描いている。作者はMalcolm　Xの演説を尊師の
夢という形で導入し，プロパガ：／ダ色を濃厚に涼み出しているが，白人体制
とひそかに手を握ろうとする既成の黒人指導者に対する批判は痛烈である。
　この時代の黒人劇の白人は，従来の揺ぎない権力を持った王者の座から引
きずり降ろされて，被告の席につき，過去の罪状を告発され，恨みや呪いや
憎しみの言葉を一身に浴びる。この傾向は60年代の後半により顕著になって
いる。Ossie　Davis（1917一　）の『パーリー・ピクトリアス』（3幕）‘Purlie
VlctOmus’（1961）〔拙稿r最近のアメリカ黒人文学」r外大論叢」第16巻
6号参照〕は権威の座から失墜した白人像を物やで表れむべき対象として戯
画化することに鮮やかに成功した作品であろう6Charles　Patterson（1941
一　）の『黒い氷』（1幕）‘BIack　Ice’（1968）のストリーは殺伐である。
‘ブラック・ナショナリスト’の団員が，首領を敷け出そうとし，その人質に
取った白人の国会議員を地下室に引きずり込み，助命を乞う議員を射殺する。
その議員に向って「お前は殺されるのが恐ろしいのか」と訊ね，「そうだ」
と答えると，r首領だって，何千という黒人だって，死にたくないのに白人
に殺されてしまった」と言わせ復讐を実行する。
　M砒vin　X（Marvin　E．Jackmon）のrくず人間へ捧げる花』（1幕）‘F10w・
ers　fortheTrashman’（1968）のなかでも，同様の痛烈た告発のせりふが見
られる。刑務所の同室に入れられた黒人囚が白人囚に向っていう。「一体ど
うした青い目の悪魔さん？　お前はおれにありとあらゆる仕打ちをしたんじ
ゃたいか。本に書いてあるようなことは全部だ。奴隷制度，殺人，去勢，欲
求不満，屈雇一ありとあらゆることを」。
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　こうした傾向の作品は，Immu　Amiri　Baraka（LeRoi　Jones）（1934一　）
〔LeRoi　Jonesを捨てアフリカ名を名乗ったが，70年代の後半にたると，共
産主義に傾斜して元の名と併用している〕の影響を強く受けていることも
見逃せない一面であろう。B砒akaの鮮烈なイメージを伴たった一連の戯曲
は，現実に人種暴動におびえるアメリカに測り知れたい衝撃を与えた。1963・
年～64年度のオフ・ブロードウェイの第9回Obie賞に輝いた『オランダ人』
（1幕）‘Dutchman’（1964）〔拙稿r最近のアメリカ黒人文学」「外犬論叢」
第16巻6号参照〕は単純な劇的構成だがら，衝撃的なスラングを駆使して痛
烈にアメリカのレイシズムを批判し，演劇界に新しい可能性を開いた。r奴
隷』（2幕）‘The　S1aves’（1964）〔拙稿同上参照〕では，人種暴動の砲弾が
炸裂する中を，その指導者の黒人が元情婦の白人女の邸宅を訪れ，実は自分
の子である娘二人と夫を射殺するという筋で，血盟い暴動と，黒白混交のタ
ブーを絡ませた。この戯曲が発表されてしばらくたち，各地で人種暴動が現
実のものとなった。67年にMassachuse㈱州のProvin㏄townでの上演の
際は，折柄のNew社の人種暴動を舞台に映写しだから劇を進行させたと
いう。
　Barakaのr便所』（1幕）‘Toi亘et’（1964）は短かい劇で，舞台を悪臭の
ひどい公立学校の便所に設定している。黒人の悪童連中のリーダーの少年に
同性愛の恋文を送ったフエルト・」リコの少年が，一同から袋叩きされる目に
合うが，リーダーの少年にさしのけんかをいどんで倒される。便器の前で倒
れる少年の顔と全身は，床に落ちたトイレット・べ一パーで掩われる。r便
所」はアメリカ社会の不潔さを象徴し，救い難いこの社会の人間関係と不毛
性が浮彫りにされている。B証出aの隈雑な言葉の頻繁な使用が前述の彼の
劇団員の不評を買い，劇団解散の原因の一つになったが，上品な言葉では真
実は表現できず，‘obsc㎝e’た言葉は彼の劇そのものと絶ち難く結ばれてい
ると，彼自身は主張している。
　Rona1d　Dエayt㎝のr野蛮な神からのメモ』（1幕）‘Notes　from　A　Savage
God’（1968）はr便所』に似ている。若い主人公の挫折感と疎外意識を物語
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る長いモノログが密室の中に流れ，主人公は部屋の中で小便をし，その上に
倒れ，身を引きずって退場する。ここにはBaエakaの持つ迫力は見当らない。
　K㎞gs1ey　B．Bass，Jr．のrわれら正しき爆弾兵』（3幕）‘We　Rigbteous
Bomber’（1968）は，センセーショナルたr黒人革命劇」であ私　r黒い革
命団員」（Black　Revo1utionary）という反乱グループのために騒然とたった
北部の大都市が背景にたっている。黒人の革命の動きを封じようとして，市
民は厳重に隔離され，通行も制限される非常事態のもとに，r正しい爆弾手」
を自称する革命分子たちが，次々に捕えられ処刑されていく。劇はその一人，
Jac㎏onの独房生活を中心に，現在と過去の問をせわしく交錯させたがら，
‘革命’を信じ，遂行しようとしている若い黒人たちの姿を描き出す。彼ら
は狂信者ではたく，弱い生身の人間で，暗殺対象の黒人指導者があどけない
子供を連れているのを見ると，ダイナマイトを投げられない。牢獄における
信仰・転向への誘いかけ，人間愛と革命をめぐる論争，女性団員との恋など
を通し，処刑を前にして，主人公は生や死の意義を探究しようとす飢最後
に主人公の処刑を知った恋人の女子団員は，彼のあとに続くことを誓う。な
かなかの力作であるが人物の動きは少なくて，生硬で抽象的な議論が過剰で
劇作としては疑問であるが，60年代の熱気を最も伝える作品である。作者は
この戯曲発表の前年の67年，作品を地で行くようにDetmitの人種暴動の際，
　　　　　　　　　　　　　　　　（6）警察の手によって殺害されたという。
Ji㎜yGarett（19山一）の1そして夜はわれらのもの1（1幕）‘㎞d
We　Own　the　Night’（1968）は「黒の劇」と銘打ち，B町吐aのWe町e
u㎡air／and　unfair．．．The　fair　are　fair／anddeatbly　white．．、．”という詩を冒
頭に載せているが，この戯曲の表題はその詩の題を取ったものであ私人種
暴動の起こっている街がやはり舞台にたっていて，深手を負った若い人種暴
動のリーダーを前に，息子の生き方を諌めようとする信心深い母が立ちはだ
かっている。息子は母親に，‘u㎡air’た自己の倫理を話し，建設のためにま
（6）　D酊win　T．Tumer　B’ocムD川冊。加λ㎜目rた。　（Fawoett，Pul］．Ino．．1971〕p．557
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ず破壊することが必要で，神や白人や‘古い黒人’は破壊の対象で殺さねば
たらないと告げる。母の諌めの言葉を根から受入れようともしない息子に愛
想をつかし，退場しようとする母を息子は射殺し，自分も深傷のためにのけ
ぞる。‘アンクル・トム’の母を殺害して自らの古さを乗越えようとでもする
のであろうか，どうにもこのあたりは理解に苦しむが，一連のr革命劇」の
烈しい憤りや憎しみは，文学表現の蒸溜器に入れ直して濾過し，昇華されて
始めてすぐれた文学作品としての生命を生むことができるのである。
　この意味でEd　Bu11ins（1935一　）のr紳士の訪問答』（1幕）‘The　G㎝・
tlemm　Ca11er’（1968）は注目すべき戯曲であ私黒人，イ：／デアソ人，ベ
トナム人，中国人などの首が装飾で壁に掛けられているMam家の応接間
に，Madamと呼ばれる白人のMrs．Mamが，B肛akaの『オランダ人』の
白人女性と同じようた調子で，身なりのいいr紳士」の黒人青年のr訪問答」
を相手におしゃべりを始め，化粧着を脱いで誘惑しようとするが，終始無言
をつづける黒人青年の不気味さに，Madamは不安とあせりを覚える。幾度
呼んでも奥からなかたか姿を見せない黒人女中，その女中が受話器を取らな
いと応答しない奇妙た鳴りづめの電話，浴室でひげの手入れに手間どる夫の
Mrl　Mam－M田damの不安とあせりは堪え難いまでに高まってゆく。そ
こへ黒人女中の言分ではかみそり自殺をしたというMr．Mamの死体が，
その黒人女中に引きずられて来る。黒人青年がMr．Mamのひげを引っば
るとつけひげである。Madamが黒人女中の忠実さを責めているその背後か
ら，女中はMadamを背後から散弾銃で射ち倒し，青年に命令して死体を取
除かせる。女中のそれまでの黒人口調はデ変し，受話器に向って，黒人は将
来の長い斗いに備えて蜂起しようとしており，敵は殺さねばならない，と答
える。作者によると，Mr．Mamはアメリカ白人を象徴し，Mrs．Mamは
世俗的な成功を象徴しており，黒人が演じる場合は，Mrs．Mamの顔と体
を黄金に塗り，Mr．Ma㎜は銀色に塗るように指示している。Mr．Mamは
また，アメリカ国旗で作った半ズボ：／と国旗の星をちりばめた靴をはかせ孔
黒人女中は，目覚めた黒人大衆であり，訪問客の青年は，同化志向の黒人中’
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　　　　　　　　　　　　　　　　（7）産階級を表わしているとのことである。ここでは，黒人の‘ethnic　identity’，
r黒人革命」，黒白関係などがすぐれたアレゴリーとしてとらえられている。
たとえけたたましいサイレ1／の響きや，硝煙弾雨をそのまま舞台に載せなく
とも，静かな舞台の上での電話の音の中に，その音に焦立ってゆくMadam
の心の動きの中に，充分それを感じとることができるのである。
　民族的な連帯意識を強調した多数の戯曲が書かれた一方では，深化した疎
外意識を劇化した作品も残されている。Edward　Albeeの創作研究室に出入
りして，その影響を多分に受けた女流作家のAdrienne　Kemedy（1931一　）
は前衛的た手法で実存的な傾向の特異た戯曲を発表した。rねずみのミサ』
（1幕）‘A　Rat’s　Mass’（1967）の舞台は教会の礼拝堂で，床はねずみの血
で汚れ，ろうそくの火はほの暗い。昔は人間だったが，今は半身ねずみにな
ってしまった黒人Bmther　Rat，．彼と結婚したことになっている半身ねずみ
のSister　Rat，それにBrother　Rat　g恋人で頭に虫を湧かした白人娘Rose－
mary一暗いイメージの三者の対話から劇は成立っている。彼らは，やが
てナチスが攻め込んで来て，死刑にたって射殺される悲惨な運命である。礼
拝堂はねずみが溢れ，その中を灰色の猫が我物顔に歩き回っている。もし
Rosemaryが三人の罪の償いをしてくれれば，BmtherとSisterは死ぬ運命
を免れることができるかも知れないが，Rosemaryはそうしてくれそうにた
い。そこでBrotherとSisterのせりふは，がりがりというねずみ本来の音
に，少しずつ近くたってゆき，戦場の響きがそれにだぶってとどろくたかで，
二匹のねずみはついに倒れてしまう。作者の被害者意識は，恐怖と絶望の混
沌としたイメージを生み，不条理た悪夢とたって展開している。
（7）　C．F．01i冊r＆S．Sills　（eds・）Co皿！㎜ρo何r型B’oc＾Dro㎜o｛C11日rlo昌Soribmr・s
s㎝、1971〕P．369
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